
 
 

令和６年度（２０２４年度）東海市まちづくり協働推進事業 二次審査会 

 
日 時 令和６年（２０２４年）８月１５日（木）  

午後１時３０分から 
場 所 市民活動センター 大会議室 

 
１ 開 会 

 
 
 
２ 審査員紹介 

 
 
 
３ 公開質疑 
  別紙タイムスケジュールのとおり 

 
 
４ 集計・審査員協議 

 
 
 
５ 審査結果発表 

 
 
 
６ 閉 会 
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審査項目等 
審査区分 審査項目 点 数 

事業計画の 
目的適確性 

計画が事業目的に合っているか ５・４・３・２・１ 

対象者を適切に見込んでいるか ５・４・３・２・１ 

提案の独創性 
及び効果性 

事業内容に独創的な発想や先進性が感じられるか ５・４・３・２・１ 

計画した内容で意図した効果が得られると思うか ５・４・３・２・１ 

協働事業とし

ての効果 
ＮＰＯと行政が協働することで、より高い効果が

見込まれる提案となっているか ５・４・３・２・１ 

提案の具体性 事業計画、予算計画は妥当なものか ５・４・３・２・１ 

団体の事業 
遂行能力 事業を遂行する能力があると感じられるか ５・４・３・２・１ 

 得 点 点 

点数の基準 
５：優れている     ４：やや優れている   ３：標準である      
２：やや劣っている   １：劣っている 
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13:30 開始 挨拶・審査要領説明 １５分

13:45 審査 ３件×３０分 ９０分
・特定非営利活動法人SmileyDream
・パパママ学級東海～産前産後ケア～
・話してはなす「はなはな」
※審査内訳
　団体プレゼン１０分、質疑応答１５分、

15:15 審査終了・集計開始・休憩 ２０分

15:35 審査員協議（大会議室Ｃ） ２０分

15:55 審査結果・講評発表 ３０分

16:25 終了

令和６年度（２０２４年度）まちづくり協働推進事業二次審査会　タイムスケジュール

二　次　審　査（８月１５日（木））
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募 集 事 業 概 要 

 

事 業 名 育児休業中の子育て支援事業 

単位施策 単位施策 1-1 親子ともに健やかな育ちを推進する 

事 業 目 的 

及 び 内 容 

職場復帰を見据え、育児休業を取得しながら育児を行う保護者に対

して、親同士の交流の場を設け、育児や職場復帰に対する不安を解

消するための講座や子育て支援情報の提供等を行うことにより、育

児と仕事の両立及び男性の育児参画を支援する。 

‹対象› 

市内在住在勤で職場復帰を目指す子育て中の方やそのパートナー 

‹回数› 

２クール（１クール最大６回（１回あたり２時間程度）） 

‹内容› 

・育児と仕事の両立支援に関する講座やワークショップの開催 

 （１クール２回以上実施） 

・男女の家事育児負担の平均化を図るため、タスクシェアや夫婦間

でのコミュニケーション向上に繋がる講座やワークショップ等の開

催（１クール１回以上実施） 

・子育て支援情報の提供（幼児保育課による保育園入園に関する内

容を含む） 

・親同士がコミュニケーションを取れる機会の提供 

成果目標 短期 
（1年目～6年目） 

育児休業中で初めて子育てをする保護者を対象に、親同士の
交流の場を設け、講座や子育て支援情報の提供等を行うこと
で、育児や職場復帰に対する不安が軽減される 

中期 
（7年目～15 年目） 

受講者同士のつながりにより、働きながら子育てをする親の
ネットワークができる 

長期 
（16 年目以降） 

育休復帰を経験した方が、新たに育休を取得する方をフォロ
ーする循環が生まれ、働きながら子育てをすることに対する
不安が軽減される 

今回の募集で目指すレベル   短期 ・ 中期 ・ 長期 

背景と課題 ・女性就業率の上昇に伴い共働き世帯が増加し、職場復帰や就労継

続への不安が増している。 

・核家族化の進展、共働き家庭の増加、地域とのつながりの希薄化

など、家族の在り方や家族を取り巻く環境が多様化しており、自分

の生まれ育った地域以外で子育てをする家庭や、不安や悩みを誰に

も相談できず、孤立感や負担感を抱えながら子育てを行う家庭が増

えている。 

・コロナ禍を経て、同じ環境の親同士の交流や、不安を共有する機

会が減っており、親同士が職場復帰に対する不安や育児ストレス等

別紙２ 



 

を軽減するきっかけ作りを提供したい。 

・法改正に伴い、男性の育児休暇取得率が増加する中、女性に偏る

傾向にある家事・育児については夫婦の支え合いが必要であり、男

女の家事育児負担の平等化を図るため、男性の家事・育児参画が促

進できる機会を提供したい。 

期待すること （協働により得られる効果について記入してください。） 

市民のニーズが多様化・複雑化する中で、地域での活動実績や団体

として構築されたネットワークを持つ団体と協働で行うことによ

り、自由な発想で行政とは異なる角度から多彩なアプローチで課題

の解決に取り組むことができ、市民ニーズを的確かつ柔軟に取り入

れた事業の実施が期待できる。また、育児休暇に関する制度改正に

対しても、団体がつながりを持つ育休復帰を先進的に進めている企

業等と連携することで、育休復帰の好事例を交えながら、的確な情

報をアナウンスすることができ、育休制度の周知拡大や、育休復帰

に向けた市民の不安解消が期待できる。 

そ の 他 

(注意事項) 

・各回、託児を設けること 

・乳児３人に２人程度の託児者を配置すること 

・講習終了後にアンケート調査を実施すること 

予算(千円) 

 

総額 1,455 千円 

＜内訳＞ 

人件費、講師謝礼、講師費用弁償、託児傭人料、郵送料、事業用消

耗品等、間接費、消費税を含む 

（光熱水費、施設管理に係る経費は市が支出する） 

こども課 こども企画調整担当 

052-603-2211 又は 0562-33-1111（内線６８２） 


